
（別紙３）

○事業所名  発達⽀援ルーム でんぐり発寒

○保護者評価実施期間 令和 ８年 ３⽉１６⽇ 〜 令和 ８年 ３⽉２８⽇

○保護者評価有効回答数 （対象者数） ６⼈ （回答者数） ４⼈

○従業者評価実施期間 令和 ８年 ３⽉２１⽇ 〜 令和 ８年 ３⽉ ２１⽇

○従業者評価有効回答数 （対象者数） ４⼈ （回答者数） １⼈

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ 令和 ８年３⽉２８⽇

○ 分析結果

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等 さらに充実を図るための取組等

1 ⼿先を使った作業(封筒作りなど）に取組んでいる。
⼿指を使った微細運動から、徐々に作業に移⾏し
指先の感覚を⾼める。

同じ作業を繰り返しおこない集中⼒を⾼めている。
今後は新たな作業にも取り組み、できる作業を増やし
て
いけたらと思います。

2 運動に取り組み、健康を維持する。
天気の良い⽇はウォーキングに⾏き、⽣活習慣病の予防
や⼼肺機能の改善、ストレスの発散ができるように取組
んでいる。

室内で、できる運動の種類を増やしていきたい。

3

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等 改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1
ペアレントトレーニングなどが⼗分に⾏なう事ができて
いない。

・ペアレントトレーニングや保護者を対象とした研修を
実施する時間の確保が難しい。

事業所内で⾏なう保護者を対象とした取り組みだけで
はなく、外部の研修などの情報提供を⾏なっていく。
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事業所における⾃⼰評価総括表公表


